
 

みなさん、こんにちは。 

秋晴れのいい天気が続いています。明石公園の木々も秋色が深まってきました。 

 

１．第５３回 明石市美術展 前期の部 
１１月１５日（水）から「2006明石市芸術祭 第53回明石市美術」が、博物館２階ギャラリーを会

場に始まりました。先週末から作品の受付と審査が行われ、約３６０点の作品が選ばれました。前

期は日本画・工芸・書道の３部門で約１８０点が展示されています。 

明石市の友人と一緒に初めてこの美術展を観覧された神戸市垂水区の女性は「手の込んだ作品が多

く、レベルの高い作品ばかりですね」と感想を話していただきました。 

   
▲ 日本画                ▲ 書道                ▲ 陶磁器や染物、織物などの工芸 

  

前 期：日本画・工 芸・書 道 １１月１５日（水）～１１月１９日（日） 

後 期：洋 画・彫 刻・写 真 １１月２２日（水）～１１月２６日（日） 

※ １９日（日）、２６日（日）は午後４時までの観覧となります。 

 

２．発掘された明石の歴史展 ～ 最近の発掘調査の成果から ～ 
１１月１８日(土)から「発掘された明石の歴史展」が始まります。平成１７年と１８年に発掘調査

を行った遺跡から主要なものを選び出し、その出土遺物を中心に展示。近年、明石城の外堀の外側

の区域において、マンション建設などの開発が増加しつつあり、それに伴う発掘調査で江戸時代の

遺構、遺物が良好な状態で発見されています。絵図によると、足軽屋敷や町屋が立ち並んでいた場

所にあたり、そうした人々の暮らしぶりが浮かび上がってきました。 

また、明石市硯町では、奈良時代から平安時代にかけての須恵器や瓦、飯蛸壺などが多数出土し、

港に関わる遺跡ではないかと注目されています。 

   
▲ 展示準備              ▲ 飯蛸壺               ▲ 掘り抜き井戸の出土状況を復元 

 

このように最近の発掘調査により、明石の地で古代から連綿と人々が生活してきた痕跡が明らかに

されつつあります。明石の歴史の一端に触れ、先人たちが残した生活の知恵や暮らしぶりを考えて

みてはいかがでしょうか。 

 

３．「関西文化の日」１１月１８日(土)、１９日(日)は入館無料 
１１月１８日(土)、１９日(日)は「関西文化の日」で入館無料です。１８日(土)は14:00 

から稲垣 稔さんと佐久間絵理さんによるギターとマンドリンのコンサートもあります。 
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